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2019 年 9月増刊号
2019.09.25 発行
第 27 回総会記念シンポジウム特集
“見えない” 格差・困窮・貧困と
日本経済を考える
－働き、学び、育て、暮らす
 　　　　　　現場の視点から－

今号では AI や情報技術について取り上げました。この企画は、実は、2020
年夏号に掲載する予定でした。準備を進め、いざ取材に入ろうとした時に起
こったのが、新型コロナウイルス感染症の拡大です。これまで行ってきたよ
うな訪問インタビューは困難になり、一部の企画は見直さざるを得なくなり
ました。それでも、できる限りの方法を模索し、リモート取材などを駆使し
ながら、発行までたどり着くことができたのは、ひとえに、取材を受けてく
ださった方、執筆を担当してくださった方をはじめとするご協力くださった
方々のおかげです。今号の企画から発行までの過程に関わってくださったす
べてのみなさまに御礼を申し上げます。（山野薫）
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手ざわりある情報技術の使い方　 2020（第 34 号）
2020.12.25 発行
特集
コロナに克つ～つながりと協同の
新たな地平へ
座談会
コロナ禍のもとでのくらしと生協

2018 年 9月増刊号
2018.09.25 発行
第 26 回総会記念シンポジウム特集
現代のくらしにおいて、
わたしたちには何ができるのか？
－『無印良品』のあり方と
　　　　　　  仕組みから考える－

2019 夏号（第 29号）
2019.06.25 発行
特集
「公」から住民主体による「民」への取り組み
総論
民営化とは？市場経済と公共性から考える

2019 秋号（第 30号）
2019.09.25 発行
特集
新たな時代の、新たな流通　生協は
何に、どう対応すべきなのか？
総論
キャシュレス社会考

2019 冬号（第 31号）
2019.12.25 発行
特集
多様な立場から考える食の科学技術
－ゲノム編集技術に着目して－
総論
科学技術とどのように向き合うか

2020 春号（第 32号）
2020.03.25 発行
特集
サステイナブル・コミュニティ＝やさしく、
しなやかに続く地域をつくる
総論
脱プラスチック社会は可能か

2020（第 33 号）
2020.09.25 発行
特集
くらしと協同をたずねて
研究紹介
地域フードシステムを育む協同組合の可能性
食や農を「つなぐ」アプローチとしての
ツーリズム

  


